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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　腹膜透析導管接続のための光アプリケータであって、
　少なくとも実質的に円筒形の内表面を有する筐体と、
　該筐体の該内表面上に位置付けられ、該内表面の周りに円周方向に離間される複数の紫
外線（「ＵＶ」）発光ダイオード（「ＬＥＤ」）と、
　電力が供給され、同時に該ＵＶ－ＬＥＤを励起可能なように、該ＵＶ－ＬＥＤに接続さ
れる回路と
　を備え、該複数のＵＶ－ＬＥＤは、フォトセルからのフィードバックを介して１分未満
に少なくとも０．２ジュールの放射エネルギーを提供する、光アプリケータ。
【請求項２】
　前記筐体の前記内表面は、ＵＶ反射表面を含む、請求項１に記載の光アプリケータ。
【請求項３】
　前記筐体は、腹膜透析チューブコネクタを受容するように開放可能かつ閉鎖可能である
、請求項１に記載の光アプリケータ。
【請求項４】
　前記ＵＶ－ＬＥＤは、前記筐体の前記内表面に、５×５のアレイで配置される、請求項
１に記載の光アプリケータ。
【請求項５】
　前記ＵＶ－ＬＥＤは、前記筐体の前記内表面の周りに、アレイ状に離間する、請求項１
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に記載の光アプリケータ。
【請求項６】
　前記複数のＵＶ－ＬＥＤが約５０個のＵＶ－ＬＥＤのアレイを含む、請求項１に記載の
光アプリケータ。
【請求項７】
　前記ＵＶ－ＬＥＤのうちの少なくとも１つは、（ｉ）約２８０ナノメートルのピーク波
長を有すること、および（ｉｉ）約１ミリワットの電力出力を有すること、から成る群か
ら選択される少なくとも１つの特徴を有する、請求項１に記載の光アプリケータ。
【請求項８】
　前記筐体は、（ｉ）内径が１５ｍｍ以下、および（ｉｉ）長さが５０ｍｍ以下、のうち
の少なくとも１つである、請求項１に記載の光アプリケータ。
【請求項９】
　前記ＵＶ－ＬＥＤは、組み合わせて、１分未満で腹膜透析導管接続に十分な殺菌効果を
提供するに足るエネルギーを供給する、請求項１に記載の光アプリケータ。
【請求項１０】
　腹膜透析患者補助デバイスであって、
　少なくとも実質的に円筒形の内表面を有する本体であって、該本体は、患者の留置カテ
ーテルと流体連通する第１のコネクタと、透析液の供給部と流体連通する第２のコネクタ
とを受容するように構成され、該第１のコネクタと該第２のコネクタとを嵌合させるよう
にさらに構成される、本体と、
　該少なくとも実質的に円筒形の内表面上に形成されたトレースワイヤを介して一緒に電
気的に接続された複数の紫外線（「ＵＶ」）発光ダイオード（「ＬＥＤ」）であって、該
複数のＵＶ－ＬＥＤは、該第１のコネクタと該第２のコネクタとの嵌合部に向けて放射エ
ネルギーを向けるように、該本体の該実質的に円筒形の内表面の周りに円周方向に位置付
けられ、各ＵＶ－ＬＥＤは、少なくとも１ミリジュール／秒の電力出力で、約２５４ナノ
メートルから約２８０ナノメートルの範囲の放射を放出するように構成される、複数の紫
外線（「ＵＶ」）発光ダイオード（「ＬＥＤ」）と
　を備え、フォトセルからのフィードバックを介して電力が該複数のＵＶ－ＬＥＤに供給
される、デバイス。
【請求項１１】
　前記本体を封入し、内表面を有する筐体を含み、前記ＵＶ－ＬＥＤは、該内表面上に位
置付けられる、請求項１０に記載の腹膜透析患者補助デバイス。
【請求項１２】
　前記筐体は、（ｉ）該筐体を開閉し、前記本体を受容することを可能にする装置、およ
び（ｉｉ）ＵＶ光反射内表面、のうちの少なくとも１つを含む、請求項１１に記載の腹膜
透析患者補助デバイス。
【請求項１３】
　電力が供給され、（ｉ）同時に、（ｉｉ）順に、または（ｉｉｉ）同時かつ順に、前記
ＵＶ－ＬＥＤを励起可能なように、該ＵＶ－ＬＥＤに接続される回路を含む、請求項１０
に記載の腹膜透析患者補助デバイス。
【請求項１４】
　前記本体は、ＵＶ光透過性材料から成る、請求項１０に記載の腹膜透析患者補助デバイ
ス。
【請求項１５】
　前記本体は、前記第１のコネクタと前記第２のコネクタとを並進させ、該コネクタを嵌
合および解除させるように構成される、請求項１０に記載の腹膜透析患者補助デバイス。
【請求項１６】
　腹膜透析システムであって、
　循環装置と、
　該循環装置と動作可能である使い捨てカセットと、
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　該使い捨てカセットに接続される供給バッグと、
　該使い捨てカセットから延在し、供給コネクタで終端する供給ラインと、
　該供給コネクタを患者の留置カテーテルと流体連通する患者コネクタに接続するように
構成される本体と、
　該本体の周囲に設置可能な少なくとも実質的に円筒形の内表面を有する筐体であって、
該供給コネクタおよび該患者コネクタのうちの少なくとも１つに向かってエネルギーを向
けるように該内表面の周りに円周方向に位置付けられる複数の紫外線（「ＵＶ」）発光ダ
イオード（「ＬＥＤ」）を含む筐体と
　を備え、該複数のＵＶ－ＬＥＤは、約１分の期間に約２００ミリジュール送達するよう
に構成され、フォトセルからのフィードバックを介して電力が該複数のＵＶ－ＬＥＤに供
給される、システム。
【請求項１７】
　前記供給コネクタは、（ｉ）メスコネクタであること、（ｉｉ）穿刺可能隔壁を有する
こと、および（ｉｉｉ）ＵＶ光に対して少なくとも部分的に不透過である、から成る群か
ら選択される少なくとも１つの特徴を有する、請求項１６に記載の腹膜透析システム。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのＵＶ－ＬＥＤは、（ｉ）バッテリを介して、または（ｉｉ）交流
電力を介して、電力供給される、請求項１６に記載の腹膜透析システム。
【請求項１９】
　輸送セットを含み、該輸送セットは、前記患者コネクタを前記留置カテーテルに接続す
る、請求項１６に記載の腹膜透析システム。
【請求項２０】
　前記筐体は、前記本体の周囲に適合されるように、ヒンジ接合または半割りにされる、
請求項１６に記載の腹膜透析システム。
【請求項２１】
　前記ＵＶ－ＬＥＤは、前記筐体の前記内表面上でアレイ状に離間する、請求項１６に記
載の腹膜透析システム。
【請求項２２】
　各ＵＶ－ＬＥＤは、約２８０ナノメートルの出力波長において１秒ごとに約４ミリジュ
ールの電力出力を有する、請求項１に記載の光アプリケータ。
【請求項２３】
　前記複数のＵＶ－ＬＥＤは、約５０個の搭載されたＵＶ－ＬＥＤを含み、前記筐体は、
２つの円筒形の半分体を含む、請求項１６に記載の腹膜透析システム。
【請求項２４】
　各半分体は約１０ｍｍの内径と約４０ｍｍの長さとを有する、請求項２３に記載の腹膜
透析システム。
【請求項２５】
　前記フォトセルを含む、請求項１に記載の光アプリケータ。
【請求項２６】
　前記本体は、前記フォトセルをさらに含み、該フォトセルは、前記ＵＶ－ＬＥＤへの放
射エネルギー出力を測定するように構成される、請求項１０に記載の腹膜透析患者補助デ
バイス。
【請求項２７】
　前記複数のＵＶ－ＬＥＤの第１のセットおよび該複数のＵＶ－ＬＥＤの第２のセットに
順に光を照らすことにより、電力が該ＵＶ－ＬＥＤに供給される、請求項１に記載の光ア
プリケータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して、医療デバイスコネクタに関し、より具体的には、腹膜透析のための
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滅菌患者接続システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　種々の原因によって、ヒトの腎臓系は、機能不全となり得る。腎不全は、いくつかの生
理的異常をもたらす。水分、ミネラル、および日々の代謝負荷の排出のバランスは、もは
や不可能となり、窒素代謝の毒性最終生成物（尿素、クレアチニン、尿酸、およびその他
）が、血液および組織中に蓄積され得る。
【０００３】
　腎臓系および低下した腎機能は、透析によって治療されている。透析は、そうでなけれ
ば、正常に機能する腎臓によって除去されたであろう、老廃物、毒素、および過剰な水分
を身体から除去する。腎機能の代用のための透析治療によって生命が救われるため、治療
は、多くの人々にとって重大である。
【０００４】
　腎臓系療法の種類の１つは、腹膜透析であって、透析液とも呼ばれる透析溶液を使用し
、カテーテルを介して、透析液が患者の腹腔内に注入される。透析液は、腹腔の腹膜に接
触する。老廃物、毒素、および過剰な水分は、拡散および浸透によって、患者の血流から
、腹膜を通って、透析液中へと通過する。すなわち、浸透勾配が膜をまたいで生じる。廃
透析液は、患者から排出され、老廃物、毒素、および過剰な水分を患者から除去する。本
サイクルが繰り返される。
【０００５】
　種々の種類の腹膜透析療法が存在し、持続的携帯型腹膜透析（「ＣＡＰＤ」）、自動腹
膜透析（「ＡＰＤ」）、潮流透析、および持続的流量腹膜透析（「ＣＦＰＤ」）が含まれ
る。
【０００６】
　腎臓不全患者の血液から不純物を除去するためのＣＡＰＤの技術は、概して、腹膜透析
輸送セットに（断続的に）接続される、外科的に埋め込まれたカテーテルを透析患者に持
ち運びさせる。ＣＡＰＤ治療の場合、輸送セットは、順に、腹膜透析溶液のバッグに接続
され、腹膜透析溶液は、輸送セットを通して腹腔内へと移される（ＣＡＰＤ注入相）。Ｃ
ＡＰＤの場合、患者は、機械装置に「締結」されず、腹膜をまたいで透析が生じている間
（ＣＡＰＤ滞留相）、独歩可能である。滞留相後、腹膜透析溶液は、腹腔から排出される
（ＣＡＰＤ排出相）。これは、溶液を供給バッグ内に逆流させることによって行なわれ得
る。好ましくは、滞留相の際、バックの解除は行なわれない。排出相後、廃腹膜透析溶液
を伴うバッグは、輸送セットから解除され、廃棄され得る。
【０００７】
　自動腹膜透析（「ＡＰＤ」）は、透析治療が、排出、充填、および滞留サイクルを含む
という点において、ＣＡＰＤと類似する。しかしながら、ＡＰＤ機械装置または「循環装
置」は、典型的には、患者が睡眠中に、自動的にサイクルを行なう。ＡＰＤ機械装置は、
治療サイクルを手動で行なう必要性、および日中供給装置を運搬する必要性から、患者を
解放する。ＡＰＤ機械装置は、埋め込まれたカテーテル、源、または未使用透析液のバッ
グと、流体排出管とに流体的に接続する。ＡＰＤ機械装置は、透析液源から、カテーテル
を通して、患者の腹腔内へと未使用透析液を送出し、透析液を腔内に滞留させ、老廃物、
毒素、および過剰な水分の輸送を生じさせる。源は、複数の滅菌透析液溶液バッグであり
得る。
【０００８】
　ＡＰＤ機械装置は、腹腔から、カテーテルを通して、排出管へと廃透析液を送出する。
手動プロセスと同様に、いくつかの排出、充填、および滞留サイクルは、透析中に生じる
。「最後の充填」は、ＣＡＰＤおよびＡＰＤの終了時に生じ、次の治療まで、患者の腹腔
内に残存する。
【０００９】
　ＣＡＰＤおよびＡＰＤは両方とも、廃透析流体を排出管へと送出する、バッチ型システ
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ムである。潮流システムは、改良型バッチシステムである。潮流によって、長時間にわた
って、患者から流体すべてを除去する代わりに、僅かな時間増分の後、流体の一部が除去
および交換される。
【００１０】
　持続的流量またはＣＦＰＤシステムは、廃棄せずに、廃透析液を浄化または再生成する
。システムは、ループを通して、患者内外に流体を送出する。透析液は、一方のカテーテ
ル管腔を通して、腹腔内へ流入し、別のカテーテル管腔から流出する。患者から流出する
流体は、透析液から老廃物を除去する再構成デバイスを通して、例えば、ウレアーゼを採
用し、尿素をアンモニアに酵素的に変換する尿素除去カラムを介して、通過する。次いで
、アンモニアは、腹腔内への透析液の再導入に先立って、吸収によって、透析液から除去
される。付加的センサが採用され、アンモニアの除去を監視する。ＣＦＰＤシステムは、
典型的には、バッチシステムよりも複雑である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上述のシステムはすべて、輸送セットを介して、患者の留置カテーテルをＰＤ供給装置
に接続することを患者に要求する。患者との接続は、滅菌状態を維持しなければならず、
そうでなければ、患者は、腹膜炎と呼ばれる疾患に罹患し得る。また、患者は、通常、自
宅および／または単独で、これらのタスクを行なうため、患者との接続は、患者にとって
、容易に行なわれるべきである。故に、改良型腹膜透析患者接続システムの必要性が存在
する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本開示は、接続を必要とする医療システムのために、供給コネクタを患者に接続するた
めのシステムおよび方法を含む。そのような接続は、供給コネクタまたは接続プロセスか
ら汚染物質が患者に到達しないように、多くの場合、滅菌環境において行なわれる必要が
ある。腹膜透析では、例えば、カテーテルは、患者の腹腔内に埋め込まれる。カテーテル
は、ポートを伴う本体の外側で終端する。ポートは、患者輸送セットと呼ばれるものに接
続される。患者輸送セットは、順に、例えば、供給バッグ（典型的には、手動腹膜透析（
「ＣＡＰＤ」）を伴う）または使い捨てカセットから延在する、供給ラインに接続される
。
【００１３】
　本開示は、滅菌環境において行なわれ得るように、上述の接続部を囲む発光アプリケー
タを提供する。アプリケータは、光アプリケータ内のコネクタを保持する接続機構の設置
を可能にするようにヒンジ接合される、筐体を含む。筐体の内表面は、紫外線（「ＵＶ」
）光反射材、例えば、エッチングされたアルミニウム被膜を有し、アプリケータ内の内容
物に印加される紫外線光の暴露を最大限にし得る。接続機構は、光透過性であって、アプ
リケータからの光を接続機構によって保持されるコネクタに到達させる。
【００１４】
　従来のＵＶ光素子は、キセノンランプを使用する。しかしながら、キセノンランプは、
十分な光エネルギーを生成するために、比較的高動作電圧、例えば、約数百ボルトを必要
とする。本開示では、光アプリケータは、キセノンランプの代用となる、一連の紫外線発
光ダイオード（「ＬＥＤ」）を含む。ＵＶ－ＬＥＤは、同高電圧を必要とせず、光アプリ
ケータをより軽量かつ小型にすることを可能とする。
【００１５】
　ＵＶ－ＬＥＤは、光アプリケータの内表面の周りに、アレイ状に離間し、少なくとも実
質的に円筒形であり得る。上述のように、光アプリケータの円筒形筐体は、一実施形態で
は、患者補助接続デバイスをアプリケータ内に装填させるようにヒンジ接合される。また
、光アプリケータは、電源に接続する回路を含み、回路は、ＵＶ－ＬＥＤが、集合的に、
一定の時間にわたって、適切な量の電力を供給し、接続または解除される患者セットのコ
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ネクタを効果的に殺菌するように、ＵＶ－ＬＥＤのそれぞれに同時に電力を印加するよう
に動作可能である。電源は、コードレス動作を可能にするバッテリ源、あるいは壁ユニッ
トまたはＰＤ循環装置から等のＡＣ源であり得る。
【００１６】
　代替実施形態では、例えば、一定の時間の間、ＵＶ－ＬＥＤの半分にフル電力供給し、
次いで、同時間の間、ＵＶ－ＬＥＤの残りの半分にフル電力供給する等、電源は、照射時
間全体にわたって、ＵＶ－ＬＥＤに順に電力供給するように切り替えられる。電力は、順
に３分割または４分割可能であって、２分割に限定されない。さらに代替として、電源は
、所望に応じて、何回でも、総時間にわたって、同時と順次電力供給とを交互に切り替え
るように操作される。
【００１７】
　一実装では、各ＵＶ－ＬＥＤは、２８０ナノメートルのピーク波長において、１ミリワ
ットのＵＶエネルギーを放射する。０．２ジュール／ｃｍ２の総エネルギーが必要とされ
る場合、以下に詳述のように、５０個のＵＶ－ＬＥＤが光アプリケータの筐体の内表面上
にアレイ状に設置され、稼動可能時間にわたって、必要とされる総エネルギーを提供可能
である。ＵＶ－ＬＥＤは、システムの横方向に配置された内表面、例えば、その破断に先
立って、メス（例えば、供給）コネクタを初期に被覆する隔壁の外表面を照射可能である
。また、ＵＶ－ＬＥＤは、スパイクコネクタのスパイクの複雑な表面を照射する。
【００１８】
　光アプリケータは、一実施形態では、各滅菌手技において印加される紫外線光の総エネ
ルギーを測定する、フォトセルを含む。総エネルギーが、所定の全体的所望の暴露レベル
、例えば、約２００ミリジュール（「ｍＪ」）／ｃｍ２に到達すると、フォトセルは、フ
ォトセルに接続される変換器を作動し、紫外線光素子を遮断する。全体的暴露時間は、殺
菌される微生物学的負荷に依存する。代替として、適切な殺菌レベルをもたらすために必
要とされるエネルギーの量は、接続前に、微生物学的評価によって判定され、必要とされ
る暴露の総時間を与える。次いで、光アプリケータは、暴露の所定時間の間、励起される
。いずれの方法も、エネルギー暴露レベルは、スパイクおよびメスコネクタに対し、最大
抗菌効果を保証する。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　腹膜透析導管接続のための光アプリケータであって、
　内表面を有する筐体と、
　該筐体の該内表面上に位置付けられる複数の紫外線（「ＵＶ」）発光ダイオード（「Ｌ
ＥＤ」）と、
　電力が供給され、同時に該ＵＶ－ＬＥＤを励起可能なように、該ＵＶ－ＬＥＤに接続さ
れる回路と
　を備える、光アプリケータ。
（項目２）
　上記筐体の上記内表面は、ＵＶ反射表面を含む、項目１に記載の光アプリケータ。
（項目３）
　上記筐体は、腹膜透析チューブコネクタを受容するように動作可能かつ閉鎖可能である
、項目１に記載の光アプリケータ。
（項目４）
　上記筐体の上記内表面は、少なくとも実質的に円筒形であって、上記ＵＶ－ＬＥＤは、
該内表面の周りに、円周方向に離間する、項目１に記載の光アプリケータ。
（項目５）
　上記ＵＶ－ＬＥＤは、上記筐体の上記内表面の周りに、アレイ状に離間する、項目１に
記載の光アプリケータ。
（項目６）
　上記ＵＶ－ＬＥＤは、組み合わせて、１分未満で少なくとも０．２ジュール／ｃｍ２の
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放射エネルギーを提供する、項目１に記載の光アプリケータ。
（項目７）
　上記ＵＶ－ＬＥＤのうちの少なくとも１つは、（ｉ）約２８０ナノメートルのピーク波
長を有すること、および（ｉｉ）約１ミリワットの電力出力を有すること、から成る群か
ら選択される、少なくとも１つの特徴を有する、項目１に記載の光アプリケータ。
（項目８）
　上記筐体は、（ｉ）内径が１５ｍｍ以下、および（ｉｉ）長さが５０ｍｍ以下、のうち
の少なくとも１つである、項目１に記載の光アプリケータ。
（項目９）
　上記ＵＶ－ＬＥＤは、組み合わせて、１分未満で腹膜透析導管接続に十分な殺菌効果を
提供するに足るエネルギーを供給する、項目１に記載の光アプリケータ。
（項目１０）
　腹膜透析患者補助デバイスであって、
　患者の留置カテーテルと流体連通する第１のコネクタと、透析液の供給部と流体連通す
る第２のコネクタとを受容するように構成される本体であって、該第１のコネクタと該第
２のコネクタとを嵌合させるようにさらに構成される、本体と、
　該第１のコネクタと該第２のコネクタとの該嵌合部に向けて放射エネルギーを向けるよ
うに、該本体に対して位置付けられる複数の紫外線（「ＵＶ」）発光ダイオード（「ＬＥ
Ｄ」）と
　を備える、デバイス。
（項目１１）
　上記本体を封入し、内表面を有する筐体と、該内表面上に位置付けられるＵＶ－ＬＥＤ
とを含む、項目１０に記載の腹膜透析患者補助デバイス。
（項目１２）
　上記筐体は、（ｉ）該筐体を開閉し、上記本体を受容することを可能にする装置、およ
び（ｉｉ）ＵＶ光反射内表面、のうちの少なくとも１つを含む、項目１１に記載の腹膜透
析患者補助デバイス。
（項目１３）
　電力が供給され、（ｉ）同時に、（ｉｉ）順に、または（ｉｉｉ）同時かつ順に、上記
ＵＶ－ＬＥＤを励起可能なように、該ＵＶ－ＬＥＤに接続される回路を含む、項目１０に
記載の腹膜透析患者補助デバイス。
（項目１４）
　上記本体は、ＵＶ光透過性材料から成る、項目１０に記載の腹膜透析患者補助デバイス
。
（項目１５）
　上記本体は、上記第１のコネクタと該第２のコネクタとを並進させ、該コネクタを嵌合
および解除させるように構成される、項目１０に記載の腹膜透析患者補助デバイス。
（項目１６）
　腹膜透析システムであって、
　循環装置と、
　該循環装置と動作可能である使い捨てカセットと、
　該使い捨てカセットに接続される供給バッグと、
　該使い捨てカセットから延在し、供給コネクタで終端する供給ラインと、
　該供給コネクタを患者の留置カテーテルと流体連通する患者コネクタに接続するように
構成される本体と、
　該本体の周囲に設置可能であって、該供給コネクタおよび該患者コネクタのうちの少な
くとも１つに向かってエネルギーを向けるように位置付けられる複数の紫外線（「ＵＶ」
）発光ダイオード（「ＬＥＤ」）を含む筐体と
　を備える、システム。
（項目１７）
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　上記供給コネクタは、（ｉ）メスコネクタであること、（ｉｉ）穿刺可能隔壁を有する
こと、および（ｉｉｉ）ＵＶ光に対して少なくとも部分的に不透過である、から成る群か
ら選択される少なくとも１つの特徴を有する、項目１６に記載の腹膜透析システム。
（項目１８）
　上記少なくとも１つのＵＶ－ＬＥＤは、（ｉ）バッテリを介して、または（ｉｉ）交流
電力を介して、電力供給される、項目１６に記載の腹膜透析システム。
（項目１９）
　輸送セットを含み、該輸送セットは、上記患者コネクタを上記留置カテーテルに接続す
る、項目１６に記載の腹膜透析システム。
（項目２０）
　上記筐体は、上記接続本体の周囲に適合されるように、ヒンジ接合または半割りにされ
る、項目１６に記載の腹膜透析システム。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本開示の患者補助システムの実施形態を示す。
【図２】図２は、図１のシステムの紫外線（「ＵＶ」）発光ダイオード（「ＬＥＤ」）ア
プリケータの端面図であって、参考のためにコネクタを示し、一実施形態ではヒンジ接合
されるアプリケータを例証する。
【図３】図３は、図２の端面図であって、アプリケータのＵＶ－ＬＥＤが、多くの異なる
角度からコネクタ上に光を放出するように位置付けられるように、コネクタの周りに閉鎖
されるアプリケータを示す。
【図４】図４は、図３の線ＩＶ－ＩＶに沿った断面の側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本明細書で論じられる装置および方法は、持続的携帯型腹膜透析（「ＣＡＰＤ」）また
は自動腹膜透析（「ＡＰＤ」）等の腹膜透析システムとの併用において例証される。しか
しながら、添付の図面と関連付けられる教示は、多くの種類の医療流体システムに適用可
能であることを理解されたい。ＣＡＰＤおよびＡＰＤでは、患者は、供給バッグに直接（
ＣＡＰＤ）、またはポンプ循環装置と動作可能な使い捨てカセット（ＡＰＤ）へと延設す
る供給ラインを接続する。そのような接続は、滅菌状態で行なわれることが重要である。
また、病気または高齢患者にとって、操作が便宜であるシステムを有することが望ましい
。
【００２１】
　患者は、患者ラインに供給ラインを接続し、患者ラインは、ＰＤ輸送セットの一部であ
り得、順に、患者の腹膜内に留置するカテーテルに接続される。次いで、患者は、患者ラ
インを排出バッグに接続し、廃透析液を患者の腹膜から除去させる必要がある。患者は、
それぞれ、別個の供給バッグから、患者ラインへと延設する、複数の供給ラインを接続す
る必要がある場合がある。各供給バッグ間において、患者は、排出バッグにつながる必要
がある。ここでは、患者は、古い供給ラインを解除し、排出ラインを補正し、次いで、容
易かつ滅菌環境において、新しい供給ラインを接続することが可能であることが重要であ
る。
【００２２】
　次に、図面、特に、図１を参照すると、システム１０は、本開示の患者補助システムの
一実施形態を例証する。図１は、概略的かつ全体的にシステム１０を示し、構成要素間の
全体的物理的かつ動作可能な関係を強調する。システム１０は、紫外線（「ＵＶ」）光ア
プリケータ２０を含む。光アプリケータ２０は、プラスチックまたは他の好適な医療等級
材料から形成され得る、筐体２２を含む。以下に詳述されるように、筐体２２は、一実施
形態では、接続／解除デバイス５０の周囲に適合可能なようにヒンジ接合される。複数の
紫外線（「ＵＶ」）発光ダイオード（「ＬＥＤ」）３０は、光アプリケータ２０の筐体２
２の内表面２４上に設置される。ＵＶ－ＬＥＤ３０は、それぞれ、供給またはポートコネ
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クタ９０への患者コネクタ８０の接続およびそこからの解除に対し殺菌光を向けるために
、接続／解除デバイス５０の本体５２を通して内側にエネルギーを向けるように位置付け
られる。故に、接続／解除デバイス５０の本体５２は、ＵＶ透過性材料から成る。
【００２３】
　解除／再接続デバイス５０は、異なる構成を有し、依然として、ＵＶ－ＬＥＤアプリケ
ータ２０を伴うシステム１０内で動作可能である。しかしながら、好適な解除／再接続デ
バイスの１つは、２００７年７月５日出願の同時係属米国特許出願第１１／７７３，６２
３号（「第６２３号出願」）「Ｐｅｒｉｔｏｎｅａｌ　Ｄｉａｌｙｓｉｓ　Ｐａｔｉｅｎ
ｔ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ」に開示される（本出願の最終的譲受人に付与
され、その全体の内容は、参照することによって、本明細書に組み込まれる）。
【００２４】
　患者コネクタ８０は、患者の輸送セットの一部であって、患者の留置カテーテルに流体
的に接続可能な、患者チューブ８２に密封して接続される。供給またはポートコネクタ９
０は、順に、上述のように、供給バッグに直接、または使い捨てカセットへと延設可能な
、供給ライン９２に接続される。ポートコネクタ９０は、穿刺可能隔壁９４を含む。患者
またはスパイクコネクタ８０は、コネクタが嵌合されると、ポートコネクタ９０の隔壁９
４を穿刺または破断する、スパイク８４を含むか、あるいは画定する。患者コネクタ８０
は、事実上、オスとして示され、ポートコネクタ９０は、事実上、メスとして示されるが
、その逆も、代替として、可能である。コネクタ８０および９０は、一実施形態では、Ｕ
Ｖ光に対して、少なくとも部分的に遮光性である。
【００２５】
　接続／解除デバイス５０は、コネクタ８０および９０を物理的に接触させず、潜在的に
汚染することなく、接続および解除させる。ＵＶ－ＬＥＤ３０からの殺菌光は、本願に詳
細に図示および説明されるように、概して、コネクタの嵌合直前およびコネクタの解除直
後に、コネクタ８０および９０上に放射される。
【００２６】
　次に、図２から４を参照すると、ＵＶアプリケータ２０が、より詳細に例証される。図
２は、ＵＶアプリケータ２０の筐体２２が、一実施形態では、少なくとも実質的に円筒形
の形状であって、ヒンジ３２によって分離される、半分体２６および２８を含むことを示
す。ヒンジ３２は、参照として、図２および３に示されるコネクタ８０および９０を保持
する、接続／解除デバイス５０の周りに、半分体２６および２８が適合されることを可能
にする。
【００２７】
　図３は、コネクタ８０および９０の周りに閉鎖される、半分体２６および２８を示す。
ＵＶ－ＬＥＤ３０は、コネクタ８０および９０の接続または解除部上にエネルギーを放射
するように位置付けられる。少なくとも実質的に円筒形形状の筐体２２は、ＵＶ－ＬＥＤ
３０のそれぞれから、アプリケータ２０を通って延設する中心線に向かって、したがって
、コネクタに向かって、集光させる。図４は、図３に示される線ＩＶ－ＩＶに沿った、光
アプリケータ２０の筐体２２の半分体２８の内表面２４の図である。
【００２８】
　図４は、各半分体２６および２８が、５ｘ５のアレイのＵＶ－ＬＥＤ３０を含むことを
示す。トレースワイヤ３６が、一実施形態では、ＵＶ－ＬＥＤ３０が、コネクタ８０およ
び９０の接続および解除部を殺菌するための全体量のエネルギーを供給するように、半分
体２６および２８の内表面２４上に形成され、各ＵＶ－ＬＥＤ３０に同時に電力を供給す
る。図４に示されるように、トレースワイヤ３４は、電力供給端子Ｖ＋およびＶ－で終端
する。ある実施形態では、単一対の電力供給端子Ｖ＋およびＶ－が、半分体２６および２
８の両方のＵＶ－ＬＥＤ３０に提供される。ＵＶ－ＬＥＤ３０は、内蔵の交換可能または
再充電可能バッテリ等の直流（「ＤＣ」）源から、もしくは、例えば、壁コンセントを介
して、あるいは循環装置または基盤機器からの交流源によって、電力供給可能である。
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【００２９】
　代替実施形態では、ソフトウェアおよび回路は、電源を切り替え、照射期間全体にわた
って、例えば、一定の時間の間、ＵＶ－ＬＥＤ３０の半分体２６にフル電力供給し、次い
で、同時間の間、ＵＶ－ＬＥＤ３０の他の半分体２８にフル電力供給する等、ＵＶ－ＬＥ
Ｄ３０に順に電力供給ように構成される。フル電力は、代替として、所望に応じて、半分
体、３等分、４等分、または別様に、順次に切り替え可能である。さらに代替として、ソ
フトウェアおよび回路は、電源を操作し、所望に応じて、何回でも、総時間にわたって、
ＵＶ－ＬＥＤ３０の同時と連続電力供給とを交互に切り替えるように構成される。
【００３０】
　ある実施形態では、各ＬＥＤ３０は、２０ｍＡ時０．６ボルトで動作し、１２０ミリワ
ット／ＬＥＤ３０の電力要件をもたらす。したがって、合計５０個のＬＥＤ３０は、６ワ
ットの全体的電力要件を必要とするであろう。これは、キセノンランプアプリケータによ
って必要とされる約４３ワットを大幅に下回る。
【００３１】
　半分体２６および２８の内表面２４は、一実施形態では、ＵＶ光反射材、例えば、エッ
チングされたアルミニウム被膜を含み、ＵＶ－ＬＥＤ３０がコネクタ８０および９０上に
付与するＵＶ光の暴露を最大限にする。別様に、筐体２２の材料は、比較的安価なプラス
チック、例えば、メタクリル樹脂（黄色）等である、好適な医療等級材料から成る。
【００３２】
　好適なＵＶ－ＬＥＤ３０の１つは、Ｓｅｏｕｌ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　Ｃｏ．
，　Ｌｔｄ（１４８－２９　Ｇａｓａｎ－ｄｏｎｇ　Ｇｅｕｍｃｈｅｏｎ－ｇｕ　Ｓｅｏ
ｕｌ，　Ｋｏｒｅａ（型番Ｓ８Ｄ２８Ｄ））から提供されている。一実施形態では、各Ｕ
Ｖ－ＬＥＤ３０は、約２８０ナノメートルのピーク波長を有する。各ＵＶ－ＬＥＤ３０は
、約１ミリワットの電力出力を有する。コネクタ８０および９０の所定の適切な殺菌が、
総エネルギー約０．２ジュールを必要とする場合、例えば、５０個のＵＶ－ＬＥＤ３０は
、好適な時間にわたって必要とされるエネルギーを供給するためには、上述の定格で十分
である。
【００３３】
　図４における５ｘ５のアレイのＵＶ－ＬＥＤ３０は、ヒンジ接合された半分体２６上で
反復され、合計５０個のＵＶ－ＬＥＤ３０を提供する。一実施形態では、５０個のＵＶ－
ＬＥＤ３０は、一実装では、例えば、ほぼコネクタ８０のスパイク８４のサイズである内
径１０ｍｍおよび長さ４０ｍｍを有する、筐体２２の半分体２６および２８にわたって、
均等に拡散する。筐体２２は、代替として、より大きく、例えば、第’６２３号出願の接
続／解除デバイスを包囲するために十分な大きさであり得る。第’６２３号出願は、ヒン
ジ接合システムを開示しており、接続／解除デバイスの半分体は、コネクタの自動接続お
よび解除のためのモータならびに他の装置を保持する筐体にヒンジ接合される、蓋に接続
される。第’６２３号出願の接続／解除デバイスとの併用では、半分体２６および２８は
、互いにヒンジ接合される可能性が低いが、代わりに、順に、互いにヒンジ接合される、
上述の蓋および筐体内に設置される。故に、アプリケータ２０は、それ自体ヒンジ接合さ
れる必要はない。各別個の半分体は、その独自の電源Ｖ＋およびＶ－を有し得、必要とさ
れる総電力を提供可能である。また、任意の構成（ヒンジ接合または別個）において、半
分体２６および２８の内表面２４は、洗浄のために除去可能であることを理解されたい。
【００３４】
　５０個のＵＶ－ＬＥＤ３０からの結合放射は、（１ミリワットｘ５０個のＵＶ－ＬＥＤ
）／（１０ｍｍｘπｘ４０ｍｍ）＝４ミリワット／ｃｍ２に等しい光強度または輝度（Ｌ
ｕｘ）を提供する。
【００３５】
　ＵＶ有効エネルギーＬｕｘｅｆｆは、キセノン波長が、２５４ナノメートル（「ｎｍ」
）であって、２８０ｎｍのＬＥＤが、２５４ｎｍ光（キセノンまたはＬＥＤ）に対して９
０％の滅菌効率を有することが分かっている場合、Ｌｕｘｅｆｆ＝４ミリワット／ｃｍ２
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ｘ０．９＝３．６ミリワット／ｃｍである。３．６ミリジュールの５０個のＵＶ－ＬＥＤ
に対するＵＶ有効性を考えると、０．２ジュール／ｃｍ２の総エネルギー出力に対して必
要とされる時間は、放射時間＝２００ミリジュール／ｃｍ２／３．６ミリワット／ｃｍ２

＝５６秒である。
【００３６】
　暴露時間を評価する別の方法では、２５４ｎｍのキセノン波長が、基準として使用され
る。すなわち、２００ｍＪ／ｃｍ２のキセノン光は、適切な殺菌のために十分である。し
たがって、２００ｍＪ／ｃｍ２の２５４ｎｍのＵＶ－ＬＥＤ光も、十分な殺菌であるとみ
なされる。２８０ｎｍのＵＶ－ＬＥＤの滅菌効率は、ＵＶ－ＬＥＤまたはキセノン光が使
用されるかにかかわらず、０．９ｘ２５４ｎｍである。したがって、２８０ｎｍのＵＶ－
ＬＥＤ光が使用される場合、２００ｍＪ／ｃｍ２／０．９＝２２２ｍＪ／ｃｍ２が、コネ
クタ、例えば、スパイクコネクタ８０に印加されるために必要である。論じられるように
、コネクタ８０のスパイク８４は、１０ｍｍｘ４ｍｍであり得、表面積Ｓ＝１０ｍｍｘπ
ｘ４０ｍｍ＝（４ｘπ）ｃｍ２をもたらす。５０個の２８０ｎｍのＬＥＤは、５０ｍＷ＝
５０ｍＪ／秒の出力をもたらす。故に、アプリケータ２０は、５０ｍＷ／Ｓ＝５０／（４
ｘπ）ｍＪ／ｃｍ２／秒を送達可能である。２２２ｍＪが必要とされることが分かってい
る場合、５０個の２８０ｎｍのＬＥＤは、５５．８秒間に２２２ｘ（４ｘπ）／５０を照
射するであろう。
【００３７】
　５６秒の照射は、コネクタ８０および９０を接続または解除する際、患者に対して許容
可能な時間量である。比較的小型サイズのＵＶ－ＬＥＤ３０およびその付随する比較的小
電力要件は、アプリケータ２０を小型かつ軽量のパッケージにする。さらに、照射のため
の時間は、ＬＥＤ電力出力が増加するにつれ低減するはずである。例えば、ＬＥＤ出力は
、過去５年間にわたって、５から１０倍に増加している。
 
【００３８】
　本明細書に記載される現在好ましい実施形態に対する種々の変更および修正は、当業者
には明白となるであろうことを理解されたい。そのような変更および修正は、本主題の精
神および範囲から逸脱することなく、かつその意図される利点を低減することなく、成さ
れ得る。したがって、変更および修正は、添付の請求項によって網羅されることが意図さ
れる。
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